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要　　旨
　現代ベトナム語はアルファベット表記を使用しているが、中国語から借用された漢
語が多く、日本語の漢字語と音韻的に類似している。そこで、ベトナム人の中・上級
レベルの日本語学習者38名に、視覚呈示した漢字語をベトナム語に翻訳する課題を
行った。漢字2字語の初めの第1漢字の音韻類似性は翻訳の正答率を低めたが、ベト
ナム語と日本語の使用頻度が高いほど正答率が上がり、学習者の語彙力も正答率に寄
与した。反応時間は、漢字2字語の初めの第1漢字の音韻類似性は処理時間を遅滞さ
せたが、語全体の音韻類似性およびベトナム語の使用頻度は処理を速めた。第1漢字
の音韻類似性、語彙力、語全体の音韻類似性、日本語の使用頻度には複数の交互作用
が認められた。日本語の漢字語は、基本的にはベトナム語でも意味が理解されるもの
の、日本語で頻繁に使われ、語レベルの音韻類似性が高い漢字語は、両言語からの意
味アクセスが可能となり、翻訳がより迅速に行われたようである。
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１．はじめに
　日本語は漢字と仮名、ベトナム語はアルファベットと文字表記が異なっているもの
の、両言語共に多くの漢語を中国語から借用している。日本語の場合は、中国語の読
みを真似て日本語化した「音読み」が使用されたが、漢字に和語をあてた「訓読み」
が追加され、一つの漢字に対して複数の読みが作られた。さらに、江戸後期から明治
期に日本で作られた和製漢語も多く、それらは中国に逆輸入されている（高島 2001）。
本研究では、それらの語彙を含めて漢字語と呼ぶ。日本語の漢字2字語は国語辞典の
語彙の7割を構成し、それらの多くの発音が「音読み」である（玉岡 2005）。一方、
ベトナム語は、中国の唐朝時代（618 ‒ 907）以降、中国語から漢語を多く借用し、ベ
トナム語化した「漢越語」と呼ばれる漢字表記の語彙が作られた。939年には、ベト
ナム人が独自にチュノム（字喃）と呼ばれる漢語表記を生み出した。チュノムは、中
国語の漢字と類似した文字表記であるが、画数が多く、習得が非常に難しかったた
め、一部の知識層でしか使われなかった。そのため、13世紀までは中国語の漢語表
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記も併用された。13世紀から19世紀にかけて、チュノムはベトナム語の国語として
使用された（冨田 1979）。その後、19世紀からはアルファベット表記が使われるよう
になり現在に至っている。ベトナム語を語彙的な面からみると、例えばquản lýが日
本語の「管理」にあたり発音が類似している。また、新聞などでは漢語が7割の語彙
を占める（川本 1979）。以上のような背景から、ベトナム語と日本語は、漢語を共有
しており、表記が異なっているものの、音と意味が類似した語彙が多い。実際、松田
（2012）は、ベトナム語を母語とする日本語学習者がベトナム語の知識を活用して日本
語の漢字学習を進めていることを報告している。したがって、ベトナム語を母語とす
る日本語学習者は、他の英語などのアルファベット表記の言語を母語とする日本語学
習者よりも、日本語の漢字語の習得において有利ではないかと考えられる。

２．先行研究
　人間の脳には、語彙の書字、音韻、意味、統語の情報が記憶された心的辞書があ
り、外国語を学習するとその言語の新たな心的辞書が生まれるといわれている（玉岡 
2017）。そして、2つの言語の心的辞書はお互いに結合関係を持つことが多い。タン
（2003）は、ベトナム国内の複数の大学に所属するベトナム人日本語学習者を対象に、
漢字学習における漢越語音の利用の有無について調査した。その結果、特に初級レベ
ルを終えた大学2年生以上のベトナム人日本語学習者は、「日本語の漢字と共に漢越
語音を記憶する」や「漢越語音から日本語の漢字を連想する」といったストラテジー
が、頻繁に使用されていた。漢越語音が、漢字学習および指導に積極的に活用されて
いることがわかった。このことから、日本語学習者はある程度日本語の知識が増える
と、漢字と漢越語音を関連させて記憶し、漢越語音から日本語の漢字語の音あるいは
意味を連想して学習する傾向が示唆される。この漢字語学習について、松田（2012）
は、初級前半レベルでは日本語の漢字語と意味的な対応のある漢越語について漢越語
知識がほとんど利用されないものの、中級レベルになり漢字の知識がある程度深くな
ると、日越で一対一対応のある漢字語の漢字からベトナム語の意味を類推して、語彙
および漢字の学習を促進する傾向があることを報告している。つまり、日本語の心的
辞書が作られると共に、日越両言語で漢越語音と漢字および漢字語に密な結合関係が
できることを示唆している。そこで、本研究では中・上級レベルの日本語学習者を対
象として、漢字2字語の処理における両言語間の音韻類似性の効果を実験によって検
討することにした。
　日越両言語の関係は実験的にも実証されている。長野（2017）は、ベトナム語母語
話者で日本語学習の経験がない25名を対象に、漢字2字語の220語を聴覚呈示して日
本語の発音とベトナム語の発音の類似性を「全然似ていない」の1から「非常に似て
いる」の7までの7段階尺度で測定した。日本語とベトナム語の意味が完全に一致し
た「同形語」の音韻類似性の平均は2.25（標準偏差は1.30）、一致していない「異形語」
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の平均は2.35（標準偏差は1.24）であった。その後、中級レベルのベトナム人日本語
学習者19名を対象に、視覚呈示された漢字2字語を読み上げる命名課題を行った。命
名潜時は、語彙形態の同形・異形の主効果は有意ではなかったが、音韻類似性の主効
果が有意であった。さらに、語彙形態と音韻類似性の交互作用が有意であった。異形
語のほうが音韻類似性の影響を強く受けていた。正答率は、語彙形態の主効果は有意
であったが、音韻類似性と語彙形態の交互作用は有意ではなかった。長野（2017）は、
日越両言語間の音韻類似性が漢字語の発音の想起に強く影響することを示した。た
だし、長野（2017）が測定した音韻類似性尺度は、日本語を学習したことのないベト
ナム人の主観的な判断であること、同形語と異形語の差が7段階尺度でわずかに0.10
（2.35 ‒ 2.25 = 0.10）の差しかないこと、同形語のほうが異形語よりも日越両言語の語彙
的な関係が密であることを考えると、音韻類似性の測定方法に疑問が残る。また、長
野は「読み上げ」による音韻処理に焦点を当てて研究したが、語彙処理においては、
意味理解への影響を解明するほうが重要であろう（Krashen 1981、Ellis 1985）。
　また、この種の語彙処理の研究においては、母語の第1言語と学習対象である第2
言語の語彙使用頻度の影響が常に示されてきた。第1言語の研究では、語彙使用頻度
が高い語彙は低い語彙よりも迅速に処理されることが1970年代から報告されてきた
（Almeida, Knobel, Finkbeiner & Caramazza 2007、Rubenstein, Garfield & Millikan 1970、日本
語では、玉岡・高橋 1999など）。第2言語習得の研究でも、使用頻度が高い語彙は、
低い語彙と比べ、想起されやすいと報告されている（Grainger & Jacobs 1996、Kerkhofs, 
Dijkstra, Chwilla & Bruijn 2006）。これは、語彙使用頻度効果（word frequency effect）と
呼ばれ、頻度が高い語彙はより短い時間で処理が達成される。そのため、ベトナム人
日本語学習者が漢字2字語を処理する際にも、ベトナム語と日本語の使用頻度の効果
が想定される。
　さらに、第2言語理解の要因としての語彙知識の影響を検討した研究は多い
（Anderson & Freebody 1981、柴崎 2005など）。大和・玉岡・初（2010）は、中国人日
本語学習者が日本語テキストを読む際の処理において語彙知識の影響が強くみられる
ことを報告している。そのため、第2言語の語彙の翻訳処理においても、学習者の語
彙力が強く影響するのではないかと考えられる。そこで、ベトナム語を母語とする日
本語学習者が漢字2字語を翻訳処理する際の日本語の語彙力の影響を含めて検討する
必要があると考えた。
　以上の先行研究と仮説に基づいて、本研究では、漢字2字語の翻訳課題を用い、学
習対象である日本語から母語のベトナ ム語への翻訳に、日越両言語間の音韻類似性
と両言語の使用頻度がどのように影響するかを検討することにした。その際に、調
査協力者の語彙力の影響も考えられるので、線形混合効果モデル（linear mixed-effects 
modeling, LME, Baayen, Davidson & Bates 2008）による分析に語彙力も含め、3つの要因
が翻訳の効率性（正確さと速さ）にどう影響するかを検討することにした。
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３．翻訳課題の実験
３．１．日越両言語間の音韻類似性の指標
　日越両言語間の音韻類似性については、一般化レーベンシュタイン距離（Levenshtein 

1966、Goo skens & Heeringa 2004）による2言語の音韻的距離を使った。一般化レーベ
ンシュタイン距離の計算では、アルファベットの音素変形に必要な一致、挿入、削除
および置換といった操作のコストに重みを付ける。一致する場合のコストは0、挿入
と削除は1、置換は2とされる。音韻的距離が大きい語ほど、その語の音韻類似性は
低い。本研究では、日越両言語の音韻 的距離を調べるため、「日韓中越同形二字漢字
語データベース」（于・玉岡・ホアーン 2019）を利用した。データベースの構築にあ
たり、ホアーン・玉岡・于（2019）は、日本語は訓令式のローマ字で、ベトナム語は
日本語の訓令式に合わせて記述し、一般化レーベンシュタイン距離に基づいて音韻的
距離を計算した。ホアーン・玉岡・于（2019）の計算では、漢字2字語2,058語のう
ち、日越両言語で共通して存在するのは1,475語で、全体の71.67％を占め、音韻的距
離の平均は6.05で、標準偏差は2.52であった。

３．２．刺激語
　旧日本語能力試験〔改訂版〕（国際交流基金・日本国際教育支援協会2007）に出題
される漢字2字語から100語をランダムに抽出した。この100語は、日本語辞書の広
辞苑第5版（新村出編 1998）とベトナム語辞書 ─ Từ điển tiếng Việt（Viện ngôn ngữ học 

─ 言語学研究所 2010）を参照して、日越両言語の刺激語リストとして作成した。日
越両言語間の音韻類似性（于・玉岡・ホアーン 2019、ホアーン・玉岡・于 2019）は、
刺激語100語における第1漢字の音韻的距離が0から7までの範囲で分散し、平均は
2.36、標準偏差は1.78であった。第2漢字の音韻的距離は0から6までの範囲で分散
し、平均は2.65、標準偏差は1.80であった。語全体の音韻的距離は第1漢字と第2漢
字の音韻的距離の和で、0から10までの範囲で分散し、平均は5.04、標準偏差は2.65
であった。日本語の使用頻度は「2,136字の日本語常用漢字Web検索データベース」
（Tamaoka, Makioka, Sanders & Verdonschot 2017）に掲載された毎日新聞の使用頻度、ベ
トナム語の使用頻度はベトナム新聞コーパスのVietnam Lexicography Centre（Vietlex, 

2000-2017）で調べた。日本語とベトナム語の使用頻度を異なるコーパスで調べた。
刺激語100語のベトナム語の使用頻度に0の値があったため、0.5を足した自然対数
loge(X+0.5)のデータ変換を使うことにした（Yamamura 1999）。日本語の使用頻度は、
5.45から12.00までに分散し、平均は9.19、標準偏差は1.47となった。ベトナム語の
使用頻度の自然対数は‒0.69から3.72までに分散し、平均は3.12、標準偏差は1.68と
なった。
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３．３．調査協力者
　ベトナム語を母語とする中・上級レベルの日本語学習者38名（男性9名、女性29
名）を対象に実験を行った。このうち、日本語能力試験のN3 に合格している学生が
5名、N2 は26名、N1 は7名であった。平均年齢は24歳3カ月（標準偏差は2歳2カ
月）、日本語学習歴の平均は5年0カ月（標準偏差は1年6カ月）であった。また、日
本滞在経験者は7名で、1年3カ月が4名、6カ月が3名であった。調査協力者に実験
の詳細を説明し、同意書に署名してもらってから実験を行った。

３．４．語彙テスト
　調査協力者の日本語の語彙力を測定するため、漢字を母語の文字表記としていない日
本語学習者（非漢字圏日本語学習者）のための語彙テスト（大和・玉岡・茅本 2016）
を実施した。このテストは、和語と漢語および機能語の3つの語種あるいは名詞、動
詞、形容詞の3つの品詞で設定されており、各12問ずつの合計36問である。ター
ゲット語の語彙レベルは、旧日本語能力試験の4級から2級である。短文の空所に適
切な語を入れる四者択一形式で、1問1点の36点満点である。クロンバックの信頼度
係数は0.74で、ある程度高い信頼性を持つテストである。大和・玉岡・茅本（2016）
におけるフィリピン人日本語学習者の103名では、19点から満点の36点までの分布
で、平均が29.87点（標準偏差は3.64点）であった。本実験では、ベトナム人日本語
学習者38名にこの語彙テストを実施して調査協力者の語彙力を測定した。その結果、
最低は28点、最高は満点の36点で、平均は33.53点、標準偏差は1.68点であった。こ
のことから、本研究のベトナム人日本語学習者は、語彙テストの得点の平均が高く、
標準偏差が小さいことから個人差が小さいことがわかる。

３．５．手法
　実験用ソフトE-prime 2.0を使用して実験プログラムを作成した。図1に示したよ
うに、コンピュータ（Dellのラップトップ・コンピュータを使用）の中央に、凝視点
「＊＊＊」を600ミリ秒間呈示した。その後、日本語の漢字2字からなる100語の刺
激語を横書きでランダムに一つずつ順次視覚的に呈示した。その後、マイクに向かっ
て、できるだけ迅速かつ正確にベトナム語に翻訳するように教示した。翻訳の正誤
は、刺激語リストを参照し、ベトナム人超上級の日本語学習者が判断して、正答を1、
誤答を0、それ以外の場合（反応なし、あるいは日本語で読んでしまったなど）を2
として入力した。翻訳までの時間が5,000ミリ秒を超えた場合は、「反応なし」と判断
し、誤答として0を入力した。本実験の前に8語の試行練習を行った。次の刺激呈示
までの間隔は、3,000ミリ秒にした。この手順で、38名のベトナム人日本語学習者の
日本語呈示からベトナム語へと翻訳するまでの正誤答と翻訳潜時を測定した。
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４．分析および結果
４．１．分析
　ベトナム人日本語学習者38名が100語の漢字2字語をベトナム語に翻訳したので、
合計3,800項目（38名×100項目）が分析対象となった。正答は3,365項目で、正答
率は88.55パーセントであり、非常に高かった。これらの正答反応の翻訳潜時は、平
均が1,435ミリ秒で、標準偏差が679ミリ秒であった。正答率および翻訳潜時の分析
には、線形混合効果モデルを使い、赤池情報量基準（Akaike’s Information Criterion, 
Akaike, AIC, Akaike 1973）で最適モデルを選別した。調査協力者（subject）と刺激項目
（item）をランダム効果とし、①第1漢字の音韻的距離（dis1）、②第2漢字の音韻的距
離（dis2）、③語全体の音韻的距離（dis）、④ベトナム語の使用頻度（vfreq）、⑤日本語
の使用頻度（jfreq）、⑥日本語の語彙力（lex）、⑦呈示順序（trial）を固定効果とした。

４．２．正答率の分析および結果
　正誤（acc）は、正答を1、誤答を0のダミー変数とした。R言語の lme4パッケージの
glmer関数を用い、二項（binomial）で分析した。この分析では、z値分布による有意確
率が計算される。赤池情報量基準に基づいて最終的なモデルを判定した。それは、acc 

~ (1 + trial|subject) + (1|item) + trial + lex * jfreq + vfreq + dis1 + dis2 + dis であった。分析の
結果は表1で示した。語彙力の主効果が有意であった[z = 2.41, p<.05]。語彙力が高い
ほうがより正確に翻訳ができた。語彙力は翻訳に対して促進的な効果があった。ベト
ナム語の使用頻度[z = 2.28, p<.05]および日本語の使用頻度[z = 2.05, p<.05]の主効果も
有意であった。これは、ベトナム語においても日本語においても、その言語で頻繁に
使用される語はより正確に翻訳されることをそれぞれ示している。さらに、第1漢字の音
韻的距離の主効果が有意であった[z = 2.13, p<.05]。ただし、これは第1漢字の音韻的
距離が大きい語のほうがより正しく翻訳できるという結果であり、音韻類似性が抑制
的な効果であった。なお、呈示順序[z = 0.71, p = .4779, ns]と第2漢字[z = 1.66, p = .0975, 
ns]および語全体の音韻的距離[z = ‒ 1.78, p=.0756, ns]の主効果は有意ではなかった。日
本語の使用頻度と語彙力の交互作用は有意ではなかった[z = ‒ 1.96, p = .0504, ns]。

 

図1　翻訳課題実験の1試行の流れ
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４．３．反応時間の分析および結果
　翻訳潜時の反応時間（rt）の分析では、Box-cox power transformation（Box & Cox 

1964）で、ラムダ（λ）の値が0に近かったので、自然対数 loge(rt)に変更した。lme4 

の lmer関数で分析した。AICによる判定で最適なモデルとなったのは、rt ~ (1 + trial| 
subject) + (1 | item) + trial + vfreq + jfreq * dis + lex * dis1 であった。この最適モデルの
誤差の分散を使用し、「誤差平均±標準偏差 2.5」を境界値として外れ値を削除した。
データ数は3,321項目で、全体の87.39％であった。表2はこのデータで分析した結果
である。
　まず、呈示順序の主効果が有意であった[t(38) = 2.25, p<.05]。これは、刺激語本来
の効果ではなく、初めに出てくる刺激語のほうがより迅速に翻訳されたことを示して
いる。調査協力者の課題遂行の疲れを示す心理的な影響と考えられる。次に、ベトナ

表1　線形混合効果モデルによる正誤データの分析結果

  

z

ns

ns
ns
ns

p z

注： N（ベトナム人日本語学習者、調査協力者）=38. * p<.05. nsは有意でない変数
を示す .

表2　線形混合効果モデルによる翻訳潜時データの分析結果

  

t

ns
ns

p > t

注： N（調査協力者）=38. * p<.05. ** p<.01. *** p<0.001. nsは有意でない変数を示す .
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ム語の使用頻度の主効果が有意であった[t(93) =-2.04, p<.05]。ベトナム語の使用頻度
は促進的な効果があり、ベトナム語の使用頻度が高い語のほうがより迅速に翻訳され
た。しかし、日本語の使用頻度の主効果は有意ではなかった[t(104) = 0.373, p = .710, 
ns]。さらに、語彙力の主効果も有意ではなかった[t(39) = 2.076, p = .080, ns]。
　第1漢字の音韻的距離[t(3,181) =-2.91, p<.01]と語全体の音韻的距離[t(104) = 2.08, 
p<.05]は有意であった。しかし、第1漢字の音韻的距離については、この値が大きい
語のほうがより迅速に翻訳されたという結果であり、第1漢字の音韻類似性は抑制的
な効果があった。一方、語全体の音韻的距離については、この値が小さい語のほうが
より迅速に翻訳されたという結果となり、語全体の音韻類似性は促進的な効果があっ
た。さらに、第1漢字の音韻類似性と語彙力は交互作用が有意であった[t(3,171) =
2.97, p <.01]。線形連続変数の交互作用はR言語のemmeansパッケージで描いた。第
1漢字の音韻類似性は音韻的距離として、平均2.4と平均から±1標準偏差の0.6（2.4
‒ 1.8 = 0.6）と4.2（2.4+1.8 = 4.2）の3水準で分けた場合の語彙力に応じた反応時間
（loge(rt)）の変化を図2に示した。
　図2のように、語彙力が高ければ、第1漢字の音韻類似性の各水準で反応時間が速
くなった。これは、語彙力が高い調査協力者であれば、第1漢字の音韻類似性の抑制
的な効果を減弱したことを示す。さらに、第1漢字の音韻類似性の各水準からみると、
高い語（音韻的距離が小さい0.6）のほうが低い語（音韻的距離が大きい4.2）よりも
反応時間がより速くなった。つまり、音韻類似性が高い語のほうが抑制的な効果は語
彙力の影響でより減弱したことを示している。
　また、語全体の音韻的距離と日本語の使用頻度も交互作用があった[t(106) =-2.25, 
p<.05]。これも、R言語のemmeansパッケージで描いた。語全体の音韻類似性は音韻

図2　線形予測法による第1漢字の音韻類似性（音韻的距離）と語彙力の交互作用

注： 漢字2字語100語の第1漢字の音韻的距離の平均は2.4で、標準偏差は1.8である。
3水準は、平均±1標準偏差の位置で分けている。
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的距離を指標として、平均5.0と平均から±1標準偏差の2.3（5.0 ‒ 2.7 = 2.3）と7.7
（5.0+2.7 = 7.7）の3水準で分けた場合の日本語の使用頻度（loge(X+0.5)）に応じた反
応時間（loge(rt)）を図3に示した。

図3　 線形予測法による語全体の音韻類似性（音韻的距離）と

日本語の使用頻度の交互作用

注： 漢字2字語100語の語全体の音韻的距離の平均は5.0で、標準偏差は2.7である。
3水準は、平均±1標準偏差の位置で分けている。

　図3のように、日本語の使用頻度が高ければ、語全体の音韻類似性の各水準で反応
時間が速くなった。日本語の使用頻度が高い語であれば、語全体の音韻類似性の促進
的な効果がみられた。つまり、日本語の使用頻度は主効果がなかったものの、日本語
で頻繁に使用される語はその語の音韻類似性による促進的な効果が翻訳潜時に影響し
た。しかし、語全体の音韻類似性が低い語（音韻的距離が大きい7.7）のほうが高い語
（音韻的距離が小さい2.3）よりも反応時間が速くなった。これは、日本語の使用頻度
の効果は、語全体の音韻類似性の低い語に強く影響したことを示唆している。

５．総合考察
５．１．日越両言語間の音韻類似性
　第1漢字の音韻類似性は、正答率の分析でも翻訳潜時の分析でも抑制的な効果（正
答率が落ちて、処理速度が長くなる）があった。これは、漢字2字語を翻訳する際に、
語全体の意味にアクセスする必要があるため、第1漢字の発音（音韻情報）のみでは
語全体の発音がわからず、意味が想起されないからであろう。第1漢字の発音だけで
なく第2漢字を含む漢字2字語全体の発音にアクセスして、概念を想起してからベト
ナム語に翻訳をしなくてはならないことがわかる（玉岡・初塚 1995）。また、第1漢
字の音韻類似性が高い語は、心的辞書でより多様な漢字との連結がなされて漢字2字
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語を作っており、第1漢字が正しくアクセスされないと、誤りが増えて、処理に時間
がかかる。さらに、翻訳潜時の分析においては、第1漢字の音韻類似性の抑制的な効
果は語彙力の効果で減弱された。語彙力と第1漢字の音韻類似性の交互作用（図2を
参照）で示したように、語彙力が高い調査協力者は、心的辞書における語彙項目へ
の連結がより迅速に行われ、第1漢字の翻訳潜時が短くなった。なかでも、第1漢字
の音韻類似性が高いほど翻訳潜時が短くなり、抑制的な効果がより減弱された。これ
は、音韻類似性が高い漢字は、ベトナム語話者には利用され易く、翻訳潜時がより短
くなったのであろう。
　翻訳潜時の分析では、語全体の音韻類似性は主効果があった。第1漢字の音韻類似
性と異なり、語全体の音韻類似性は翻訳潜時に促進的な効果がみられた。これは語全
体の音韻類似性が高ければ高いほど、ベトナム人日本語学習者にとって語彙をより定
着させ易いため、翻訳速度が速くなったと思われる。さらに、語全体の音韻類似性は
日本語の使用頻度と交互作用があった。日本語の使用頻度が高い語は、想起される閾
値（threshold）が低いため（玉岡 2017）、語全体の音韻類似性の促進的な効果をより
強めて翻訳潜時が短くなったのであろう（図3を参照）。しかし、日本語の使用頻度は
語全体の音韻類似性が低い語のほうにより強く影響した。これは、日越両言語で音韻
情報の共有が少ない、つまり音韻類似性が低い語は、その語を想起するために日本語
の使用頻度を利用する必要があったからであろう。
　第2漢字の音韻類似性は、正答率の分析でも翻訳潜時の分析でも主効果がなかった。
やはりこの結果から、第1漢字の音韻情報を獲得し翻訳してから第2漢字の音韻情報
を利用して個別に翻訳したのではなく、第1漢字の音韻情報を獲得し翻訳してから第
2漢字の音韻情報を組み合わせて、語全体の音韻情報を利用して翻訳を行うプロセス
であると考えられる。つまり、第2漢字の音韻類似性は個別に効果を果たすというよ
り、第1漢字と連結し、語全体の音韻類似性を活性化させたということである。

５．２．日越両言語の使用頻度
　ベトナム語の使用頻度の主効果は、正答率の分析でも、翻訳潜時の分析でも促進的
な効果があった。ベトナム語で頻繁に使用される語は、日本語との対応関係であって
もその語が想起されやすく、より迅速かつ正確に翻訳された。本研究の翻訳課題で
は、学習対象の言語である日本語からその語の意味へとアクセスして、その後で、ベ
トナム語の知識を利用してベトナム語に翻訳するプロセスなのか、あるいはKroll & 
Stewart（1994）のモデルが示すように、日本語からベトナム語の類似した音韻情報を
活性化してから、母語で意味へのアクセスを行うプロセスなのかという疑問が残る。
　翻訳課題の処理プロセスについて、まず、日本語の使用頻度は正答率の分析で促進
的な効果があった。日本語で頻繁に使用される語は、その語の意味へのアクセスがよ
り正確に達成されたことを示している。しかし、翻訳潜時の分析では主効果がなかっ
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た。日本語の使用頻度の影響はみられなかったので、学習対象の言語である日本語で
意味アクセスを行っていると考えるよりも、日本語からベトナム語の類似した語彙の
音韻情報を活性化してから母語のベトナム語の知識を活用して翻訳を達成している
（Kroll & Stewart 1994）と考えられる。一方、日本語の使用頻度は、語全体の音韻類似
性と交互作用があった。この効果によって日本語の使用頻度が高く音韻的に類似した
語彙の翻訳潜時が短くなった（図3を参照）。このことから、基本的にはベトナム語で
の意味アクセスが主であると思われるものの、日本語で頻繁に使われ日越両言語間で
音韻的に類似している条件では、  両言語からの意味アクセスが可能となり、翻訳がよ
り迅速に行われたのではないかと思われる。また、このことは、使用頻度や音韻類似
性などの要因によって、Kroll & Stewart（1994）が示した方向性を持つ処理から、2言
語間の相互活性化（interactive activation）処理（Dijkstra, Miwa, Brummelhuis, Sappelli & 
Baayen 2010）へと変化していることも窺えるのではないだろうか。

５．３．調査協力者の語彙力
　本研究に参加した調査協力者はベトナム人の中・上級レベルの日本語学習者であっ
た。調査協力者の語彙力は、大和・玉岡・茅本（2016）による語彙テストの得点で測
定した。語彙力は、翻訳の正答率の分析で主効果があった。語彙力が高い調査協力者
は、日本語の知識が豊富で、意味へのアクセスがより正確に達成された。しかし、翻
訳潜時の分析では、主効果がなかった。本研究に参加した調査協力者の母集団の語彙
力の分散が小さく（語彙テストの得点は28点から満点の36点までの範囲で、標準偏
差は1.68点）、語彙力の違いが顕著でなかったことも影響したかもしれない。一方、
第1漢字の音韻類似性と語彙力に交互作用がみられた（図2を参照）。この交互作用
は、日本語の使用頻度と語全体の音韻類似性の交互作用と同様に、学習対象の日本語
内で、第1漢字を手掛かりに、第2漢字との結合から語全体の音韻情報へアクセスす
る際に、ベトナム人日本語学習者の語彙力が影響したのであろうと思われる。

６．終わりに
　本研究では、ベトナム人日本語学習者による漢字2字語の翻訳プロセスにおける日
越両言語間の音韻類似性と両言語の使用頻度を実験的に検討した。松田（2012）や長
野（2017）らの先行研究と同様に、語全体の音韻類似性に促進的な効果があり、翻
訳プロセスに影響した。また、語全体の音韻類似性の効果の他に、第1漢字と第2漢
字の音韻類似性の効果についても独立して検討し、第1漢字の音韻的な手掛かりから
語全体へのアクセスがあることも示した。さらに、Grainger & Jacobs（1996）および
Kerkhofs et al.（2006）などで示されているように、日本語の漢字2字語の翻訳でも日
越両言語の使用頻度は重要な役割を果たしていた。今後、他の言語を母語とする日本
語学習者でも音韻類似性や使用頻度の効果について調べて、ベトナム人日本語学習者
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の特徴をより明らかにしていきたい。
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補記：刺激語一覧

 

注： 「越頻度」はベトナム語の使用頻度。「日頻度」は日本語の使用頻度。「距離1」は第1漢字の
音韻的距離。「距離2」は第2漢字の音韻的距離。「全距離」は語全体の音韻的距離。
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